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2011年3月期
第2四半期決算報告

及び
通期業績予想

2010年11月9日　　　　　
 代表取締役兼専務執行役員
 鬼頭　和夫　
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連結対象ｸﾞﾙｰﾌﾟ会社

　　　　　　　オルガノアクティ　　　　　　　

　　　オルガノフードテック　　　

　 オルガノプラントサービス 　

オルガノ九州

オルガノ関西

オルガノ中部

オルガノ東京

オルガノ東北

オルガノ北海道

（国内子会社　９社）

オルガノ・テクノロジー　＜台湾＞

オルガノ（蘇州）　＜中国＞

オルガノ（アジア）

 

＜ﾏﾚｰｼｱ＞

（海外子会社　３社）

オルガノ

プレゼンター�
プレゼンテーションのノート�
・前期末より変更なし�
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11年3月期　上期決算概況

　

　　

　

　
 

◎
 

国内ではメンテナンス・改造工事などを中心とした　

　　　ソリューションビジネスが前期比で伸長

◎
 

海外では中国・台湾・アジア地域の電子産業関連

設備投資が活発化、大幅伸長　

　◎
 

国内新設・増設投資は電子・一般産業とも低調

　
 

◎
 

案件が少ない中、受注競争は激化

　
 

◎
 

コストダウン・固定費削減を継続して実施
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セグメントの見直しについて

　

　　

　

　
 

11年3月期より国内外の営業/生産体制の

　
 

再編成と合わせ、セグメントの組換を実施

　　従来水処理装置／薬品で区分していた売上を、

　　水処理エンジ／機能商品のセグメントに変更

水処理エンジ 大型水処理設備 

納入設備にかかる維持管理業務 

機能商品 標準型水処理装置 

各種水処理薬品・食品添加剤 

プレゼンター�
プレゼンテーションのノート�
前期 535億

　（短信）装置403億／薬品131億

　（ＩＲ）プラ146億／ＳＬ252億／機能136億

　　↓

　（新）　エンジ339億（プラ130億／ＳＬ209億）

　　　　　機能　195億



【新旧比較】プラント△16億・ＳＬ△43億が機能商品へ

　⇒機能商品事業を拡大すべく、標準品のラインナップ・

　　管理体制を整理し、ＰＤＣＡを徹底することを目的に

　　セグメント組換を実施

（内情）地域セグメントを整備したことで、従来プラント・ＳＬに

　　　　含まれていた中型トレイン化案件・メンテ等を機能商品

　　　　として管理することが可能になった

　�
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09 .9 10 .9 10 .9

上期実績 期初計画 上期実績

受注高 240 300 327 ＋ 87 ＋ 27

売上高 235 250 257 ＋ 22 ＋ 7

売上総利益 57 57 69 ＋ 12 ＋ 13
（％） (24.2%) (22.8%) (27.1%) (+2.9pt) (+4.3pt)

販管費 60 62 60 ＋ 0 ＋ 2

営業利益 △ 3 △ 5 8 ＋ 11 ＋ 13

経常利益 △ 4 △ 6 7 ＋ 11 ＋ 13

四半期純利益 △ 3 △ 4 3 ＋ 6 ＋ 7

前期比 計画比

11年3月期　上期実績
（単位：億円）

プレゼンター�
プレゼンテーションのノート�
◎10/25業績修正発表

　⇒10年度は下期からの本格的回復を見込んでいたが、

　　想定を上回るペースで上半期の回復が進んだ。

　　しかしながら、好調だった海外設備投資に一服感あることや、

　　国内設備投資の回復ペースが鈍いこと、景気の不透明感強く

　　下期以降の生産水準が鈍化する可能性があること等から、

　　従来予想を据え置くこととした。



　販管費は前期並

　為替の影響額

　　：為替差損△0.6（前期比△0.9）

　　　連結の目減り分受注△0.7/売上△0.6/経常△0

�
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　　　　11年3月期　上期業績（セグメント別）　
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＋16億
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235
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＋0.9億
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△3.9前期比

 
＋21億

前期比

 
＋66億

（億円）

（億円）

（億円）

プレゼンター�
プレゼンテーションのノート�
◎機能商品

　前期92億：機器44億/薬品21億/食品27億

　今期98億：機器50億/薬品22億/食品27億

　⇒中小型標準品・メンテ中心に売上増

　営業利益率0.5pt改善



◎エンジ部門

　前期142億：プラント55億/SL87億

　今期158億：プラント49億/SL108億

　

　⇒利益面（限利・経常比較）

　　：プラント～電環△2億/プラ事前期並、海外+3億

　　：SL　　　～電+3億/SLC+8億、OPS+１億

　　　海外の採算改善とSLの売上増により黒字転換

�
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部門別売上高（水処理エンジ事業）
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部門別売上高

前期比

 
△6億

前期比

 
＋21億

売上高

前期比

 
＋16億

前期比

 
＋6億

235
158

142
（億円）

（億円）

プレゼンター�
プレゼンテーションのノート�
　⇒プラント部門△6億

　　：海外+17億、電環△6億、プラ△14億

　　　海外好調もIPSの減少分（22億）響く

　⇒SL部門+21億

　　：SLC+19億、OPS+5億

　　　国内中心に伸張、生産水準・収益改善により前期大幅減の反動�
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　　　　顧客別売上高（水処理エンジ事業）　
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＋13億
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＋3億

売上高

前期比

 
＋16億

前期比

 
＋6億

235
142

158

プレゼンター�
プレゼンテーションのノート�
◎電子産業

　前期比ではIPSα△22億だが、海外（OTC＋24億）、

　メンテ（SLC+8億）伸張し前期比+13億

　⇒国内△13億／海外＋26億

　※電子産業の実績

　　：プラ事・SLCのELG実績＋OPSのEL向け実績（外販）

　　　＋OTC実績＋α（O(A)・OZW大型EL実績）

　※業界比率

　従来は半導体60%：パネル20%：電子材料20%

　⇒前期大幅減、パネル・電材から回復傾向にあったが、

　　今期は案件ベースでは半導体投資増　50：35：15

　（主な案件）

　　半導体　約42億：東芝（約25億）／TSMC（約13億）／SMIC（約4億）

　　パネル　約29億：TMD（約5億）／AGC（約2億）／（AUO昆山（約22億））

　　周辺　　約10億：イビデン（約8億）／パナ湘南（約2億）

�
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地域別売上高
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海外地域別売上高

前期比

 
＋0億

前期比

 
＋24億

前期比

 
＋5億

前期比
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前期比　
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11

国内・海外別売上高

（％）

（億円）

（億円）

プレゼンター�
プレゼンテーションのノート�
海外売上高は現法実績＋国内ポーション分

台湾中心に大幅伸張

�
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11年3月期　通期予想

　

　　

　

　
 

◎
 

急激な円高等を背景に景気の動向は不透明

　　　特に国内では設備投資の回復は見込めず

　◎
 

固定費削減・コストダウンは継続　　

◎
 

海外向けは好調継続するも、設備投資の　　　　

先行きには一服感

　
　◎

 
営業強化・生産性向上目指し要員の再配置、　　　

 　
 

体制見直しなどをグループ挙げて実行中
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10 .3 11 .3 11 .3

実績 期初計画 通期予想

受注高 587 600 600 ＋ 13 ±0

売上高 535 600 600 ＋ 65 ±0

売上総利益 139 145 145 ＋ 6 ±0
（％） （26.0%） （24.2%） （24.2%） （-1.8pt）（±0.0ｐｔ）

販管費 120 120 120 ＋ 0 ±0

営業利益 18 25 25 ＋ 7 ±0

経常利益 15 23 23 ＋ 8 ±0
（％） （2.9%） （3.8%） （3.8%） （+0.9pt）（±0.0ｐｔ）

当期純利益 6 13 13 ＋ 7 ±0

前期比 計画比

11年3月期　通期決算予想

（単位：億円）

プレゼンター�
プレゼンテーションのノート�
【通期予想：据え置き】

　10年度は下期からの本格的回復を見込んでいたが、

　想定を上回るペースで上半期の回復が進んだ。

　しかしながら、好調だった海外設備投資に一服感あることや、

　国内設備投資の回復ペースが鈍いこと、景気の不透明感強く

　下期以降の生産水準が鈍化する可能性があること等から、

　従来予想を据え置くこととした。



☆全体は据え置いたが、海外向けは上方修正

　⇒海外売上高+15億／EL海外売上高＋10億　

　：上期実績踏まえ、好調な海外ＥＬを通期予想に織り込んだ。

　（海外は1-12決算、先行して数字が見えていることも踏まえ）

　　官需・ＥＬなど国内大型案件の低迷と先行きの不透明感踏まえ、

　　国内売上をシビアに予想。



☆楽観シナリオでは受注630億/売上620億/営業利益33億

　（受注+30億／売上+20億／営業利益＋8億）

　⇒オルガノ修正予算達成+各社通期見込の達成シナリオ



�
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　　　　１１年３月期　通期予想（セグメント別）　
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（億円） （億円）（億円）

プレゼンター�
プレゼンテーションのノート�
◎機能商品

（前期）195億：機器100億/薬品41億/食品54億

（当期）210億：機器112億/薬品44億/食品54億

　⇒装置+12億／薬品＋3億／食品前期並



◎エンジ部門

　前期339億：プラント130億/SL209億

　今期390億：プラント150億/SL240億

　⇒受注は上期、海外の大型案件に受注伸張

　　 前期比+66億だが、通期では海外の受注一服感、

　　 前期大型を受注した電力、プラ低迷響き前期比△72億



　⇒利益面（限利・経常比較）

　　：プラント～電環△7億/プラ事△1億、海外+4億

　　：SL　　　～電+4億/SLC+9億、OPS+1億

　　　海外の採算改善とSLの売上増により黒字転換

�



14

　　　　部門別売上高（水処理エンジ事業）　
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＋20億

（億円）
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プレゼンター�
プレゼンテーションのノート�
　⇒プラント部門+20億

　　：海外+44億、電環△13億、プラ△8億

　　　海外好調もIPSの減少（△22億）、環境△10億響く

　　※上期は前期比△6億なので、下期は差し引き+26億の見込

　　　  海外中心の上期受注残が売上となる格好

　⇒SL部門+31億

　　：SLC+28億、OPS+26億

　　　国内中心に伸張、生産水準・収益改善により前期大幅減の反動

　　※上期は前期比+21億なので、下期は差し引き+10億の見込�
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　　　　顧客別売上高（水処理エンジ事業）　
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プレゼンター�
プレゼンテーションのノート�
◎電子産業+59億

　前期比ではIPS△27億だが、OTC+33億

　SLC+9億、OPS+10億見込む

　⇒海外・SLビジネス拡大による増

　⇒下期比較では前期+47億

※業界比率

　従来は半導体60%：パネル20%：電子材料20%

　⇒前期大幅減、パネル・電材から回復傾向にあったが、

　　今期は案件ベースでは半導体投資増　50：35：15

　（主な案件）

　　半導体　約42億：東芝（約25億）／TSMC（約13億）／SMIC（約4億）

　　パネル　約29億：TMD（約5億）／AGC（約2億）／（AUO昆山（約22億））

　　周辺　　約10億：イビデン（約8億）／パナ湘南（約2億）



◎一般産業△8億

　⇒上期は前期比＋4億なので、下期は前期比△12億

　　官需大型案件の減少による減・SL分はシビアに予想。�
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地域別売上高
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535
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（％）
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（億円）

プレゼンター�
プレゼンテーションのノート�
海外売上高　当初計画75億に対し、

通期見込は90億に増額（海外事月報より）

EL分野+10億/その他+5億

⇒国内売上高計画比△15億は環境△12億分

　SLC等の増分はシビアに予想。



※海外３現法　70億

　国内ﾎﾟｰｼｮﾝ　20億

※中国大型案件

　⇒AGC昆山（約2億）、SMIC北京（約4億）�
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受注高・売上高・受注残高推移
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397

240 253
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83
77

'10.3 ’10.9

貸借対照表

260
256

326
322

153
132

'10.3 '10.9

（単位：億円）

735 735

負債・純資産の部資産の部

714 714

固定資産

　　その他　　

 流動資産

現預金

（+20）

（+4）

（△4）

純資産

固定負債

流動負債

（+13）

（+6）

（+1）

（単位：億円）
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（単位：億円）

09年9月期 10年9月期 11年3月期（予想）

設備投資額 1 1 10

技術研究費 8 8 19

減価償却費 6 5 12

有利子負債 141 126 115

従業員数（人） 1,708 1,681 1,670

配当金（円） 4.0／中間配当 4.0／中間配当 8.0／年間配当

主な指標
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オルガノグループ
経営方針

2010年11月9日　　　
 代表取締役社長　　　
 橋本　喜代志　
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【中期経営ビジョン】

オルガノグループは、提供する製品・

技術・サービスを通じ、お客様に貢献

することで、人（産業と生活）と地球

の未来に貢献する企業を目指す。

市場とお客様に真剣に向き合い、

製品・技術・サービスを磨き、お客様

のニーズに応えることはもちろん、

お客様の価値と満足（Customer Value）
を創造する企業を目指す。

“Customer Value創造企業”

【企業理念】 “Ecologically Clean”
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中期売上計画

683

503 510

630

48

32
90

120

6.0

15.0

6.6

16.0

0

200

400

600

'09.3 '10 .3 '11 .3 '13 .3(中計）

0.0

10.0

20.0

国内 海外 海外売上比率

600

535

国内・海外別売上高

750731

（％）

329
282 295

370

115
112 105

130

239

109 110

130

0

200

400

600

'09 .3 '10 .3 '11 .3 '13 .3（中計）

一般産業 電力・官需 電子産業

503 510

国内顧客別売上高
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◎2011年3月期
 

上期の取り組み

　【概　況】

　・電子産業中心に海外での設備投資好調

　・国内ではソリューションビジネス伸張

　　⇒売上高・営業利益とも前期比で大幅に改善

　◎体制整備

　　・営業体制見直し
 

～
 

営業部門再編成

　　　　　　　　　　　　メンテ・営業拠点新設

　　・海外展開拡大　
 

～
 

オルガノベトナム設立

　　　　　　　　　　　　オルガノ蘇州研究センター開設

　　・生産性向上　　
 

～
 

計画・設計部門再編成

　　　　　　　　　　　　検査体制・購買体制強化

プレゼンター�
プレゼンテーションのノート�
9-10月で３８名がローテーション

◎営業体制

　⇒産プラ本部の設置

　　：SL/技サ部門の再編成（＋22名）

　　：営業部門の再編成（顧客業種別体制へ）

　⇒メンテ/営業拠点：北本・甲府・富山・千葉

◎海外展開拡大

　⇒海外事設立（15名）

　⇒オルガノベトナム：9/1設立

　　日刊工記事：ベトナム発電所受注、10年度中に

　　　　　　　　２基受注見込との記事（9/1）

　⇒中国研究センター

◎生産性向上

　⇒計画設計部設立、電力増強（+3名）

　⇒検査体制強化（＋14名を安品証へ）

　⇒購買部門体制見直し　　　　　�
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◎2011年3月期
 

下期への取り組み

　【想　定】

　・景気の「足踏み」「不透明感」

　　～国内設備投資の低迷継続、好調に推移してきた

　　　海外設備投資も先行きは「一服感」

　　⇒売上・利益計画は据え置き

　◎下期重点課題

　　・生産性向上
 

～
 

営業体制／生産体制の強化

　　・海外体制強化
 

～
 

要員配置、体制の強化　　　

　　・コストダウン／固定費削減の継続

　　・人材育成／教育の強化

　　　

プレゼンター�
プレゼンテーションのノート�
◎生産性向上／海外体制強化

　：要員のシフト実施

　　国内⇒海外、本社⇒地域、プラ⇒ＳＬ・機能、

　　純水⇒排水、管理間接⇒直接部門

◎コストダウン／固定費削減継続

◎人材育成／教育強化

　：海外トレーニー、キャリアプラン�
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【排水処理・資源回収技術】

◆ フッ素 再資源化システムエコクリスタ®

　　晶析反応を利用し、排水中のフッ素を　　　　　

 　　結晶ペレットとして回収・除去

　　高純度フッ化カルシウム（ＣａＦ２

 

）として　　　　　

 　　リサイクルを実現

◆高速窒素処理法（好気グラニュール法）

◆ 油分回収装置ペトロエクストラクター

◆高速加圧浮上装置

処理プロセスの高速化・効率化による

 

コ

 ストダウンを 実現

　新技術・新商品への取り組み

　

 

地下水中の油分を効率的に回収　　　

 　

 

米アバナキ社装置を独占販売

従来比3～5倍で排水中の窒素を分解

 装置の省スペース・省コスト化に貢献
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【機能商品ラインナップの強化】

【生活系分野へ】

◆ラボ向け超純水装置　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　 ピューリックオメガ　・

 

ピュアラボフレックスUV

◆ 食品・医薬向け合成吸着剤

アンバーライトXADシリーズ

　新技術・新商品への取り組み

◆ 住宅用空気清浄装置　　　　　　　　　　　

 　　　　　　エアワッシャー

　水の力で空気を洗浄　　　　　　　　　　

 
　SOx・NOxや花粉の除去を実現

高純度の超純水により　　　　　

 ナノレベルの高度分析に貢献

　機能性食品素材や医薬成分の

　抽出・精製に貢献

【機能材ラインナップの強化】

◆ 医薬向けイオン交換樹脂

アンバーライトＩＲＰシリーズ
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本日はご出席頂きまして

誠にありがとうございました。

（お問合せ先）

オルガノ株式会社

〒136-8631 東京都江東区新砂1-2-8
経営企画部企画グループ

TEL  03-5635-5111
FAX  03-3699-7240
URL http://www.organo.co.jp

本資料における業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき作成したものであるため、

リスクや不確実性を含んでおり、実際の業績はこれと異なる可能性があります。



2011年3月期　第2四半期決算説明会　補足資料

１．2011年3月期 第2四半期実績及び通期業績予想

① 連結損益 -------- 1

② セグメント別予想 -------- 2

③ 電子産業向 受注高・売上高予想 -------- 2

２．主な指標 -------- 3

2010年11月9日

■■業績の予想について■■
本資料に記載される業績予想及び将来の予測等に関する記述は、現時点で入手可能な
情報に基づき判断した予想であり、潜在的なリスクや不確実性が含まれております。
実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。



１．2011年3月期 第2四半期実績及び通期業績予想

① 連結損益
（単位：百万円）

 2010年3月期 2011年3月期

実績 実績 （計画） 実績 前期比 （計画） （予想）

受 注 高 24,044 △ 39.7 ％ 58,777 △ 9.4 ％ 30,000 32,761 36.3 ％ 60,000 60,000 2.1 ％

売 上 高 23,557 △ 22.8 ％ 53,515 △ 26.8 ％ 25,000 25,719 9.2 ％ 60,000 60,000 12.1 ％

海外売上高
1,116 3,220 3,000 4,052 7,500 9,000

（海外売上高比率）
4.7% 6.0% 12.0% 15.8% 12.5% 15.0%

売 上 総 利 益
5,702 13,921 5,700 6,957 14,500 14,500

　　
（売上総利益率）

24.2% 26.0% 22.8% 27.1% 24.2% 24.2%

販 管 費 6,099 △ 15.8 ％ 12,076 △ 13.0 ％ 6,200 6,058 △ 0.7 ％ 12,000 12,000 △ 0.6 ％

営 業 利 益
△ 397 1,845 △ 500 898 2,500 2,500

（営業利益率）
－% 3.4% －％ 3.5% 4.2% 4.2%

経 常 利 益
△ 469 1,551 △ 600 751 2,300 2,300

（経常利益率）
－% 2.9% －％ 2.9% 3.8% 3.8%

△ 356 646 △ 400 366 1,300 1,300

－% 1.2% －％ 1.4% 2.2% 2.2%

35.4

48.2

前期比前期比 前期比

上期 通期 上期 通期見通し

ー

％

％

％

％

％

△ 46.8

△ 13.0

ー

ー

△ 60.1

％

％

％

％

％

△ 33.6

△ 17.9

△ 39.7

△ 45.3

－

％

％

％

％

％

263.0

22.0

－

－

当期純利益
（当期純利益率）

101.2

％

％

％

％

％

179.4

4.2

- 1 -



② セグメント別予想
（単位：百万円）

 2010年3月期

実績 実績 実績 前期比 （予想）

受 注 高 24,044 △ 39.7 ％ 58,777 △ 9.4 ％ 32,761 36.3 ％ 60,000 2.1 ％

水処理エンジ 14,642 － ％ 39,627 － ％ 21,216 44.9 ％ 39,000 △ 1.6 ％

機能商品 9,402 － ％ 19,150 － ％ 11,544 22.8 ％ 21,000 9.6 ％

売 上 高 23,557 △ 22.8 ％ 53,515 △ 26.8 ％ 25,719 9.2 ％ 60,000 12.1 ％

水処理エンジ 14,268 － ％ 33,935 － ％ 15,830 10.9 ％ 39,000 14.9 ％

機能商品 9,288 － ％ 19,579 － ％ 9,888 6.5 ％ 21,000 7.3 ％

営 業 利 益 △ 397 1,845 898 2,500

（営業利益率） －% 3.4% 3.5% 4.2%

水処理エンジ △ 1,101 △ 155 101 400

（利益率） －% －% 0.6% 1.0%

機能商品 704 2,001 797 2,100

（利益率） 7.6% 10.2% 8.1% 10.0%

③ 電子産業向 受注高・売上高予想

（単位：百万円）

実績 実績 実績 前期比 （予想） 前期比

受 注 高 5,735 △ 61.5 ％ 14,184 △ 30.9 ％ 8,636 50.6 ％ 16,000 12.8 ％

国　内 5,133 △ 61.0 ％ 8,632 △ 48.7 ％ 4,808 △ 6.3 ％ 10,000 15.8 ％

海　外 602 △ 64.8 ％ 5,552 50.5 ％ 3,828 535.9 ％ 6,000 8.1 ％

売 上 高 6,657 △ 29.5 ％ 12,126 △ 53.9 ％ 7,968 19.7 ％ 18,000 48.4 ％

国　内 6,132 △ 31.4 ％ 10,900 △ 54.5 ％ 4,818 △ 21.4 ％ 11,000 0.9 ％

海　外 525 5.0 ％ 1,226 △ 47.4 ％ 3,150 500.0 ％ 7,000 471.0 ％

2011年3月期

上期

前期比前期比 前期比

通期上期 通期見通し

－

－

－

％

％

％

△ 39.7

－

－

％

％

％

％

％

％

－

－

13.3

％

％

％

－

4.9

前期比 前期比

35.4

上期 通期 上期 通期見通し

2010年3月期 2011年3月期

- 2 -



２． 主な指標

（単位：百万円）

実績 実績 実績 （予想）

設備投資額 147 △ 91.7 ％ 294 △ 82.3 ％ 187 26.8 ％ 1,000 240.1 ％

連
技術研究費 861 △ 18.9 ％ 1,753 △ 12.8 ％ 855 △ 0.8 ％ 1,900 8.4 ％

減価償却費 692 △ 12.1 ％ 1,394 △ 2.7 ％ 592 △ 14.4 ％ 1,250 △ 10.3 ％

有利子負債 14,155 △ 1.6 ％ 12,667 △ 18.3 ％ 12,675 △ 10.5 ％ 11,500 △ 9.2 ％

結
金融収支尻 △ 91 － △ 183 － △ 57 － △ 120 －

従業員数（人） 1,708 ＋40 人 1,648 △ 47 人 1,681 △ 27 人 1,670 ＋22 人

ＥＰＳ：１株当たり当期純利益（円） △ 6.19 11.21 6.36 22.56

１株当たり配当金(円／年） - 8.00 - 8.00

ＲＯＥ：自己資本当期純利益率（％） △ 0.6 1.6 1.0 -

ＲＯＡ：総資産経常利益率（％） △ 0.9 2.0 0.9 -

2011年3月期

上期

前期比 前期比

通期見通し

2010年3月期

前期比

上期 通期

前期比

- 3 -
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